
鳴門市ドイツ館（大麻町桧字東山田５５番地２）

１．指定管理の状況

（１）指定管理者

【団体名】 一般社団法人　鳴門市うずしお観光協会

【代表者名】 理事長　勘川　一三

【所在地】 鳴門市撫養町南浜字東浜１６５番１０

（２）指定期間 令和２年４月１日から令和７年３月３１日（５年間）

（３）指定管理の内容

①施設の運営に関する業務

②施設の保全に関する業務

③日独交流を中心とした文化イベントの開催に関する業務

④日独交流の情報の発信及び観光事業の実施に関する業務

⑤資料の展示等に関する業務

⑥その他市長が必要と認める業務

２．指定管理者事業報告書概要

（１）管理業務の実施状況

①開館日数： 年間３３０日

②管理体制：

③業務実施状況：

④利用サービス向上への取り組み：

（２）利用等の状況 （単位：人）

（３）利用料金収入の状況 （単位：円）

指定管理者制度導入施設令和２年度決算資料

施設名 担当 文化交流推進課

管理責任者１人（賀川豊彦記念館管理責任者兼務）、総括管理者１人（賀川豊彦記
念館総括管理者兼務）、専任職員３人、その他、土・日、祝日及びイベント日はア
ルバイト等で必要人数を配置し、管理運営業務を実施。

①史料博物館としての事業、②観光施設としての事業、③イベント施設としての事
業、④研修業務施設としての事業、⑤日本赤十字社との連携、⑥社会貢献事業、⑦
施設管理業務、⑧職員教育　を実施

①１階ホワイエでパーテーションにドイツの四季案内、イベント案内、街の特徴な
どを展示し、季節にあった情報提供を行った。②人数の多い団体や高齢者が多い団
体に、ガイド用の携帯ワイヤレスマイクを積極的に利用して対応した。③館内に
Wi-Fi設備を設置した。④アンケート箱を設置し、利用者の意見集約に努めた。⑤
四国放送やFMびざんなどのマスコミ媒体や、フェイスブックなどSNSを活用した
情報発信によりドイツ館の広報周知に努めた。

入館者数

有　　　料
無料計 計

小人 大人 計

759 9,551 10,310 1,157 11,467

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

442,126

3月

入館料等 51,397 47,209 164,166 284,912 336,503

217,931 198,265

11月 12月 1月 2月

343,919

月 10月

合計

3,476,740

入館料等 500,169 535,472 354,671



【収入の部】 （単位：円）

【支出の部】 （単位：円）

差し引き収支額 円

３．令和２年度鳴門市からの指定管理者への補助金及び委託料

（１）補助金明細

　 な　　し

（２）委託料明細

（単位：円）

（４）管理に係る収支の状況

項　　　　　　　目 予算額 決算額 増減額 備考

指定管理料 24,800,000 24,800,000 -                    

利用料金収入 8,975,000 3,476,740 △ 5,498,260

受取利息 -                    118 118

雑収入 -                    -                    -                    

合　　　　　　　計 33,775,000 28,276,858 △ 5,498,142

項　　　　　　　目 予算額 決算額 増減額 備考

人件費 14,692,000 11,074,216 △ 3,617,784

報償費 10,000 -                    △ 10,000

運
営
費

消耗品・備品費 1,051,000 731,568 △ 319,432 ワイヤレスマイク、衛生用品等

印刷製本費 335,000 273,350 △ 61,650 パンフレット等

光熱水費 4,200,000 2,802,460 △ 1,397,540 電気料、水道料

修繕費 492,000 407,726 △ 84,274 施設修繕等

通信運搬費 585,000 463,131 △ 121,869 電話代、wi-fi利用料等

手数料 64,000 52,645 △ 11,355 振込手数料等

保険料 280,000 232,930 △ 47,070 火災保険等

委託料 7,896,000 7,425,602 △ 470,398 空調維持管理、電気保安管理等

使用料・賃借料 1,027,000 1,007,548 △ 19,452 コピー機リース料等

租税公課 1,353,000 1,352,000 △ 1,000 消費税

旅費 92,000 -                    △ 92,000

広告宣伝費 151,000 22,600 △ 128,400 ドイツ館ＰＲ活動

雑費 210,000 20,000 △ 190,000 負担金等

小　　　　　計 17,746,000 14,791,560 △ 2,954,440

95,687 △ 1,241,313

小　　　　　計 1,337,000 95,687 △ 1,241,313

4,500,000

合　　　　　　　計 33,775,000 25,961,463 △ 7,813,537

事
業
費

活性化イベント 1,337,000

文化交流推進課

2,315,395

ドイツ館管理業務（指定管理料） 24,800,000 文化交流推進課

事業名 決算額 担当課

賀川豊彦記念館管理業務（指定管理料）



４．管理運営状況について

＊評価（Ａ～Ｃ）の定義
　Ａ・・・協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である。
　Ｂ・・・協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った内容である。
　Ｃ・・・協定書等を遵守しているものの、内容の一部に課題がある、または改善の必要な内容である。

＊施設所管課　所見　
（＊１）履行確認・・・協定書や仕様書等に定められた事業や業務等の履行状況の確認を行います。
（＊２）サービス水準・・・どの程度の水準のサービスを提供しているのかについて測定・評価します。
（＊３）安定性評価・・・サービス提供の継続性・安定性について収支状況や事業計画と実績との比較等

　　    により確認・評価を行います。

開館日数

導入前 ３２６日

開館時間

導入前 ９時３０分～１７時

H29 ３４８日 H29 ９時３０分～１７時

H30 ３４７日 H30 ９時３０分～１７時

Ｒ１ ３４９日 Ｒ１ ９時３０分～１７時

Ｒ２ ３３０日 Ｒ２ ９時３０分～１７時

利用者
(件)
数及び
施設使用
者(件)数

H28
        　 ２階入館者数　２８，９８４人
イベント参加者数１階　２２，８０６人
　　　　　　　　２階　１３，０３５人

モニタリング
評価結果

評価
（Ａ～Ｃ） B

施設所管課　所見

H29
　　　　２階入館者数　３１，６４０人
イベント参加者数１階　１９，８１３人
　　　　　　　　２階　２９，３１４人

履行確認（＊１）

　施設の適正な管理のほか、職
員には毎月勉強会を行い専門知
識の習得に努めるなど、人材育
成に努めた。

H30
　　　　２階入館者数　３５，９９６人
イベント参加者数１階　３２，６３８人
　　　　　　　　２階　２８，８４３人

サービス水準（＊２）

  大手旅行会社や関係機関等と
の連携、小学校の歴史学習の場
としての利用など、積極的に利
用促進、知名度向上を図った。

　来場者への積極的な声かけやわかりやすく関心の持てる内容でのガイドや団体客
や年配の利用者が聞き取りやすいようにワイヤレスマイクを積極的に活用した。

Ｒ１

Ｒ１
　　　　２階入館者数　３０，８３８人
イベント参加者数１階　１５，８３２人
　　　　　　　　２階　２６，０７９人

安定性評価（＊３）

Ｒ２
　　　　２階入館者数　１１，４６７人
イベント参加者数１階　　　　１３６人
　　　　　　　　２階　１０，６０５人

　指定管理の経理と団体の経理
を区分して適切に管理してい
る。

　館内ガイド知識習得のため定期的に展示資料についての勉強会を行ったほか、イ
ベントごとにアンケートボックスを設置して反省点の協議等をスタッフ全員で行
い、サービス向上につながる情報共有を行った。

Ｒ２
　積極的に入館者に声掛けを行うとともにアンケート調査を行い、頂いた意見や要
望のうち回答・対応できるものは、即座に対応し、来館者の満足度を向上するとと
もに、リピーターの増を目指した。

利用料金及
び使用料収
入について

　新型コロナウイルスの影響を大きく受け、ゴールデンウイーク中を閉館としたこともあり、県外客及
び団体客の来館者数が極端に少なかったため、例年と比較し、利用料金収入が大幅な減収となった。

利用サー
ビス向上
策

指定期間
共通

　休館日を減らすなど、利用者利便性の向上に努めた。
　毎年趣向を凝らした日独交流イベントを開催し、入場者数の増加に努めた。
　職員にドイツに関する知識を習得するため研修を行った。

H29
　館内のWi-Fi環境により、利用者が電子機器で情報等を取得しやすいよう利便性
の向上を図るとともに、ワイヤレスマイクの活用により、外国人団体客や年配の利
用者が聞き取りやすいガイドに改善した。

H30


